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園「これからの算数･数学教育への期待」
-算数・数学的活動を通した学びの充実-

奈良教育大学准教授近藤裕先生

●算数・数学の「内容の理解｣，「情意面の向上｣，「能力の形成」の３つの調
和を図ろう
日本の子どもたちの算数・数学の成績は，国際的にみてトップクラスに位

置しています。例えば,TIMSS(国際数学・理科教育動向調査)2007の結果は，
小学４年算数が４位，中学２年数学が５位です。これまでの算数・数学教育
が「内容の理解」に力を入れてきた成果であるといえるでしょう。一方で，
学校の算数・数学の授業で学んだことを具体的な問題の解決に活かすことが
できない，また，算数･数学に対する情意面に大きな課題を抱えていることが，
OECD-PISA(生徒の学習到達度調査)や全国学力・学習状況調査の結果から明
らかにされ，「数学はできるが，数学は大嫌い」な日本の子どもたちであると
もいわれています。
社会は激しく変化し，今の子どもたちが大人になる頃の世の中を，私たち
は想像することも難しくなっています。そうした世の中を生きていくのに必
要な力とは何かについて考え，それをすべての子どもたちに身に付けさせる
教育を行っていかなければなりません。算数・数学教育においては，算数・
数学の「内容の理解｣，「情意面の向上｣，「能力の形成」の３つの調和を図る
ことが，それに応えることになると考えます。

蹴観

＊先生は，小学校算数，中
学校数学教育を中心とし
て，児童・生徒に数学の
内容の理解を図るととも
に，数学を創造したり利
用したりする能力を形成
すること，また，数学へ
の好感をもたせること
について研究されていま
す。現在は特に，児童・
生徒が「問い」をもって
算数・数学を学ぶことが
できる授業について追究
されています。

●３つのわかる
これまで大切にしてきた，子どもたちが「算数・数学がわかる」ようにす
ることは，これからの算数･数学教育においても大切です。そこで,今一度,「何
を」わからせるのか，その対象を明確にしておきましょう。
第一は，「やり方や答えがわかる(道具的理解)」ことです。「理由はわから
ないが，とにかく，平行四辺形の面積は“底辺×高さ”というやり方で答え
が出るから，覚えておこう」といった種類の「わかる」です｡これだけで喜び満足する子どももたくさんいま
す。しかし，多くの先生方は，この段階で満足させずに第二のステップにある「わかる」を目指します。
その第二は，「理由や仕組みがわかる(関係的理解)」ことです。そうすることで，学んだことを応用できる，
忘れても思い出せる，知的好奇心が満たされ追究心がわく，さらなる考えの発展が生まれる等を期待すること
ができます。「平行四辺形の面積公式は，長方形の面積公式をもとにして導くことができる」というように，
関係的に理解することで，未知の台形の面積の求め方を，子どもたち自らが考え出すことを期待できます。
第三は，算数・数学の「よさ，面白さ，便利さがわかる」ことです。子どもも大人も，数学とは，「３ナイ
(ワカラナイ，ツマラナイ，役二立タナイ)」だと感じているといわれます。また，冒頭に述べたとおり，日本
の子どもたちは数学がよくできるのに，数学が大嫌いだといいます。そのような今日においては，この「算数・
数学のよさがわかる」ことを，とりわけ大切にしなければなりません。

●算数・数学への好感をもたせる
「数学はできるが嫌い」という今の子どもたちの状況は何を意味するでしょうか。今できる数学もやがては








